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馬鹿苗病は,い もち病,ごま葉枯病とともにイネの種子

伝染性病害のなかで最も重要視されている病害で,その防

除は種子消毒によって行われている。現在 ,種子消毒剤と

して使用されている薬剤は,ベンレート水和剤,ベンレー

トT水和剤 ,ホ ーマイ水和剤及びホーマイコートで,これ

らの薬剤はいずれもカルベンダジム (MBC)に 分解し,
抗菌作用を示す同系統の薬剤である

°
。しかしながら,最

近馬鹿苗病の発生が各地で増加し消毒効果の減退が認めら

れてきている。この原因については目下追究中であるが ,

消毒の方法が関係している場合と耐性菌の出現が考えられ

る場合とがある。耐性菌の出現については概に1980年に岩

手県で発見され
2'),次いで,滋賀県

1),福
島県
°.山形

県
5)で
報告されており,その分布が問題となっている。こ

のようなことから,岩手県における耐性菌の分布状況とそ

の変動にういて調査したので,結果の概要を報告する。

2  試  験  方  法

(1)調査年次と検定菌株 : 調査は1980年から1983年 に

行った。検定病原菌は,県内の多発圃場から採集した病茎

の分離菌を用いた。分離数は1筆 1～ 5菌株とし,1980-1981

年は38菌株,1982-1983年は143菌株を供試した。

(" 検定法 :対象薬剤はベノミル (ベ ンレート製剤使

用)を用い,PDA培地に薬剤濃度が097～1,000Pに な

るように調製した。なお,濃度段階は 2倍希釈法によった。

判定は培養温度26℃の48時 F85又は72時間培養後のMIC値

撮 小生育阻止濃度)の測定によった。

●)MIC値 と防除効果 : MBCに 対す るMIC値 が

156Ⅲ ,同 125P,及 び1,000"Eの 3菌株を培養して得た

胞子懸濁液を出穂始めから3回接種して罹病種子を採種じ

た。これらの種子を対象に現行の消毒法すなわち湿粉衣法 ,

浸漬法の消毒効果を検討した。

3試 験 結 果 及 び 考 察

(1)馬鹿苗病のベノミルに対する感受性値

分離菌株のMIC値とその頻度率を図 1に示した。
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図 1 ベノミルに対するイネ馬鹿苗病
菌の感受性値分布

( 48時間―～土反応-72時間―反応 )

1980-1981年及び1982-1983年 分離菌株ともMIC値の

頻度率は 2山分布曲線を形成した。すなわち,前 2か年の

検定結果では,125P以下が36/38(94.7%),1,000四 以

上が2/38(53%)分布を,後 2カ 年ヽは125脚未満が90/143

629%);12511m以 上が53/143(371%)の 分布を示 した。

特に,1980-1981年と1982-1983年の分離菌を比較した

場合, 前 2年は 1000脚 以上のMIC値を示す菌株の頻

度率は53%で あつたのに対 して ,後 2年では112%と な

り高MIC値菌株の増加が認められた。また,2山分布曲

線のうち,低い方のピークが,前 2か年では196Ⅲであっ

たのに対して,後 2か年では78Pと なり,全体的にもM
IC値の高い菌株が増加していること力認 められた。

●)岩手県内における高MIC値菌株の分布状況

MIC値 125Ⅲ以上を示す菌株が採取された市町村を図

2に示した。

MIC値 125円の菌株は二戸市 ,宮守村 ,川崎村 ,同 250

理は遠野市,岩手町,同 500中は二戸市,種市町,松尾村 ,

MIC(D
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図2 高MIC値菌株分布伏況
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江釣子村 ,同 1000四≦は種市町,西根町,藤沢町,江釣子

村で確認された。

また,藤沢町においては1980年から1983年まで連続して

1000Pm≦の菌株が確認されたが,他の地域では1982～ 1983

年に至って新たに確認されたものである。すなわち,高M
IC埴菌株の地域的な拡大がうかがわれた。

(O MC値と防除効果
MIC値の異なる馬鹿苗病菌を接種 して得た罹病種子に

対する現行消毒法の効果を表 1に示した。

現行消毒法の中から,ベ ンレート水和剤による05%量
湿粉衣 ,30倍 10分又は500倍 24時間浸漬 ,ベ ンレートT水

和剤による05%量湿粉衣 ,20倍 10分又は200倍液24時間
浸漬の消毒効果を検討 した。その結果,MIC値 063四以
下を示した農家産種子に対しては,ベ ンレー ト水和剤500

倍24時間浸漬で発病が認められた以外,他の処理法では全

く発病がなかった。これに対して,MIC値 12 8PIの No 8

表 : 罹病種子に対する現行消毒法の効果
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・t 分離菌のMBCに 対するMiC値
農家に く0`0" 晰8輌 :p5P L24菌 :l① O「以 1;

菌及び同1,000p以上のNQ24菌の接種種子に対しては,ベ
ンレート水和剤 ,ベ ンレートT水和剤ともに湿粉衣法に比

較して浸漬法では効果が低く,特に,ベンレート水和剤の

500倍液,ベ ンレートT水和剤の200倍液の低濃度浸漬処

理では著しく効果が劣った。

No 8菌に比較してMIc値 の高いNa24菌接種種子では ,

各処理法とも消毒効果が劣った。

イネ馬鹿苗病の多発圃場から採取した病原菌についてべ

ノミル剤に対する耐性菌の検定を行い,県内における分布

状況とその変動について調査した。併せて,高MIC値菌

株接種種子に対する現行消毒法の効果を検討した。

ベノミルに対する菌株の感受出直は1980-1981年と1982-

1983年を比較した場合,後 2か年は前 2か年に比べて高M
IC値の菌株が増加しており,耐性化が進んでいることが

認められた。特に後 2年ではMIC値 1,000p以上を示す

菌株の増加が認められ,地域的にも拡大の傾向が認められ

た。

高MIC値菌株の接種種子に対 し,現行の消毒法は全般

に効果が低いものの,湿粉衣法では浸漬法に比較して効果

が高いことが確認された。
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